










































要約:長期コーホート調査を介入調査と両立させて実施できる理想のフィールド作りに奔

走したが、その実現が阻まれた経緯および現在のフィールドの概況を最初に述べた。次に、

本年度の研究成果として、平成 4年度の調査成績を肥満に焦点を当てて検討した結果を述

べた。最後に、介入調査の進捗状況および今後の方針、ならびに健診結果の判定、指導・

コメントの自動打出しプログラムを提示した。


